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森県における小麦「ゆきちから j の水稲収穫後播種に適した追把法
渡遜智雄.mn畢登志樹

(青森県産業技術センター 農林総合研究所)
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1 はじめに

における小麦の播種適期は9月 15~25 Sであ

るが、耐寒雪性に優れる小麦品種 fゆきちからJを利

用することで水稲収穫後の10月上中旬に播種する

可能である 1) ゆきちから j はパン用の品種である

ため、めん用品種よりも高し、タンパク質含量が求めら

れることから、 10月上中旬播種に適した追IlE法につい

て検討したので報告する。

2 試験方法

試験は2006~2008年播種の3カ年行った。

(1)耕種概要

1)試験場所 青森県黒石市農林総合研究所内聞場

2)品種ゆきちから

3)播種日 10月2日 (2006年)、 10月12日 (2007年)、

lofl10日(2008年)

4)播種量 (kg/a) 1. 0 (06年)、2.0(07年)、1.8 (08年)

5)基肥最 (kgN/a) 1. 0 (06年)、1.4 (07年)、1.2 (08年)

(塩化燐安284使用)

6)区制・面積 8m2
/[豆、 2反復

(2) [Kの構成

区の構成を表lに示した。追日巴には尿素を用いた。

葉国散布は尿素2九溶液を開花期以鋒7日おきに3館、 10

8あたり 100リットル数布した。

仮名 消雪~
幼穂形成期

0.4+0.4 0.1 0.4 
0.1+平0.4 0.4 0.4 
0.6+王手0.4 0.6 0.4 
0.6+0.4 0.6 0.4 
0.6+0.6 0.6 0.6 
0.6+針葉散 0.6 0.09 x 3 

0.6+0.4+蒸散 0.6 0.4 0.09 x 3 

を確保する必要があることが示唆された。

l回目(消雪~幼穂形成期)に窒素成分で0.4kg/aと2

回自(比葉抽出期)に0.4kg/a追肥した区 (0.4+0.4区)

と0.6+0.4区では、 0.6+0.4区のが止葉抽出期の茎数

が増加し、穂数、子実重が増加した(表2、4)0 タンパ

ク質合議は2006年播種では同等であったが、 2008年播

種ではO.6十0.4区の方が増加した。

1間関の追把を0.6kg/aとし2問図の追肥時期を幼穂

形成期10~20 日後又は止薬抽出期として比較すると、

追肥時期を平めることで、穂数はわずかに摺加したが、

には違いがみられなかった(表2、3)0 また、タ

ンパク費含量は2007年揺穫では向等であったが、 2007

年播種では埠杷時期を早めた区の方が低くなった。 2

悶悶の追肥時期を止薬抽出期より早めても生育・収量

には遣いがなく、年次によってはタンパク質含量が低

くなったことから、 2回目の追肥時期は現行の指導:と

同じである止薬抽出期が適すると考えられた。

止葉抽出期の追1巴量をO.L1または0.6kg/日として生育

・収量;を比較すると、稗長は向等であったが、穂数は

追肥量を増やすことで増加した(表3、4)0 2008年矯種

では全体に蒋長が高かったが、 0.6+0.4及びO.6+0. 6区

ともに倒伏はみられなかった。チ

りも0.6+0.6区の方が多く、タンパク

る傾向がみられたc

今回の試験の中でパン用小麦のランク区分タンパク

含量の基準値である 1 1. 5%~14.0先に安定して達してい

たのは、 0.6+0.6区及び0.6+0.4十葉数区であった(図2)。

開花期以降の尿素葉樹散布によりタンパク

治加する鎖向がみられた。葉回散布の効果については

今後もデータを蓄積していく必要があると考えられ

た。

4 まとめ

水稲収穫後の10月上中旬に播種する場合、パン用小

麦に必要なタンパク質含量を確保するためには、消

後~幼穂形成期及び11::葉抽出期lこ2回追肥し、追目巴量

3 試験結果及び考察 はそれぞれ0.6kg/a必要であると考えられた。

中の茎数の推移は播種時期によって異なり、 9 容|用文献

月中旬播穣では越冬前に茎数が最大となるのに対し10

月上中旬播種では越冬後の幼穂形成期から止薬抽出期 1)渡透智雄、西海登志樹. 2009. 不耕起V溝播種機を

にかけて最大となった(図1)。そのため、 10月播種で 利用した小麦の水稲収穫後援種技術.東北農業研究62.
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鴎1 播種時期が茎数の推移に及ぼす影響(2008年播)

表2 成熟期の生育と収量・品質 (2006年播)

区名
稗長穂長 穂:数 91ト1レ重

千粒重 グンハ会ク質

(cm) (cm) (率1m2
) (kg/a) (g) (g) (%) 

0.4+0.4 79 7. 9 431 30. 3 827 37.4 11. 0 

O. 4+王手O.4 83 8. 1 445 36.0 823 36. 7 10. 8 

O. 6+0. 4 82 8. 2 450 35.4 823 35.9 11. 1 

(注)1 。ンハ。ク質含量:近赤外分析機Infratecl241により ;'!(IJ定(水分13.5%換算)

表3 成熟期の生育と収量・品質 (2007年播)

稗長穂長 穂数 91トル重 千粒重
9ンバク繋

区名

(cm) (cm) (本1m2
) (kg/a) (草) w (九)

0.6+平O.4 75 8. 2 590 62. 1 783 39.6 11. 3 

O. 6+0. 4 76 8. 3 480 62.5 783 38.5 11. 4 

0.6φ0.6 76 8.3 548 68. 2 787 39. 9 12. 1 

0.6+0十薬散 79 8. 5 595 58. 7 786 40.5 11. 5 

(注)1 タンハe ク質含最:近赤外分析機Infratecl241により測定(水分13.5%換算)

表4 成熟期の生育と収量・品質(2008年播)

区名
得長 穏長 穂数 91ト1レ重 チ粒重 ゲンパク質 検査等級

含量

(cm) (cm) (本1m2
) (kg/a) w w (お)

0.4+0.4 85 9. 1 603 60.0 809 39.2 10. 9 1下

O. 6+早0.4 88 9.6 727 65. 0 808 37.8 10. 7 2上

O. 6+0. 4 86 9. 2 690 65.8 807 39. 6 11. 7 1下

O. 6+0. 6 87 9.5 707 71. 1 813 40.3 12.4 l下

0.6+0.4+菜散 85 9.4 613 62.4 816 40. 9 12. 5 1下

(注)1 クンバク質含量:近赤外分析機Infratecl241により測定(水分13.5%換算)。
2 検査等級:1上、 1中、 l下、 2上、 2中、 2下、外の7段階。農政事務所による評価。
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(注)1 各反復をすべてプロットした。
2 図中の点線はパン用小麦のランク区分基準値(11.5~14%) 
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